
　

私
は
、
神
奈
川
県
の
建
設
労
働
組
合
の

書
記
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。
組
合
員
は
、

昨
年
10
月
に
消
費
税
増
税
が
強
行
さ
れ
、

新
築
、
リ
フ
ォ
ー
ム
市
場
を
含
め
建
設
産

業
に
も
大
き
な
影
響
が
続
い
て
お
り
、
コ

ロ
ナ
感
染
で
追
い
打
ち
を
か
け
ら
れ
て
い

る
状
況
で
す
。

　

政
府
は
消
費
税
の
増
税
ご
と
に
一
時
的

な
住
宅
取
得
控
除
や
住
宅
ポ
イ
ン
ト
な
ど

政
策
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
中
小
零
細

の
事
業
者
、
職
人
、
労
働
者
に
と
っ
て
は
、

増
税
の
し
わ
寄
せ
に
よ
っ
て
、
営
業
、
労

働
条
件
の
改
悪
が
続
き
、
労
働
環
境
の
劣

化
が
続
い
て
き
ま
し
た
。

　
消
費
税
は
労
働
者
を
外
注
化
す
る

　

多
く
の
仲
間
は
、
施
工
代
金
に
消
費
税

が
転
嫁
で
き
な
い
、
下
請
単
価
に
反
映
さ

れ
な
い
な
ど
、
消
費
税
対
策
や
経
費
削
減

の
た
め
に
、
労
働
者
の
外
注
化
が
繰
り
返

さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

外
注
化
さ
れ
た
多
く
の
労
働
者
は
一
人

親
方
と
し
て
働
か
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
、

賃
金
は
変
わ
ら
ず
、
日
額
が
基
本
で
働
き

方
に
は
変
化
が
な
い
の
が
実
態
で
す
。
さ

ら
に
、
年
金
は
厚
生
年
金
か
ら
国
民
年
金

へ
、
健
康
保
険
は
協
会
け
ん
ぽ
か
ら
市
町

村
国
保
に
、
雇
用
保
険
は
加
入
で
き
ず
、

そ
し
て
労
災
保
険
は
一
人
親
方
の
特
別
加

入
に
切
り
替
え
る
こ
と
に
な
り
、
す
べ
て

の
保
険
料
は
自
己
負
担
と
な
っ
て
、
社
会

保
険
か
ら
排
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
一
人
親
方
の
特
別
加
入
は
、

保
証
日
額
を
自
分
で
決
め
る
こ
と
に
な
り
、

多
く
の
労
働
者
は
、
保
険
料
が
安
い
日
額

５
～
８
０
０
０
円
の
保
険
を
選
択
し
ま
す
。

こ
れ
で
は
生
活
保
障
に
は
十
分
に
賄
え
る

水
準
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
上
、
コ
ロ

ナ
の
感
染
拡
大
が
影
響
し
休
業
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
補
償
が
ど
こ
か
ら
も
受
け
ら
れ

な
い
、
二
重
三
重
の
苦
し
み
が
一
人
親
方

に
襲
い
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
で
収
入
が
激
減
に

　

私
た
ち
の
組
合
に
は
、
26
単
組
５
万
３

千
人
を
超
え
る
仲
間
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
時
は
、
確
定
申
告
の

時
期
で
、
材
料
な
ど
部
品
供
給
の
滞
り

で
、
現
場
が
休
業
に
な
り
収
入
が
無
く
な

り
、
税
金
が
納
め
ら
れ
な
い
な
ど
が
問
題

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。　

　

当
初
は
休
業
補
償
か
ら
は
建
設
業
は

除
外
さ
れ
て
い
る
状
況
で
し
た
。
さ
ら
に
、

建
設
業
で
は
雨
が
降
っ
た
ら
仕
事
は
中
止
、

休
み
が
常
識
で
、
休
業
補
償
の
概
念
が
広

が
っ
て
い
ま
せ
ん
。
現
場
が
止
ま
れ
ば
た

ち
ま
ち
収
入
減
で
す
。

　

そ
の
後
、
雇
用
調
整
助
成
金
、
持
続
化

給
付
金
な
ど
の
制
度
が
示
さ
れ
ま
し
た
が
、

ネ
ッ
ト
申
請
な
ど
組
合
員
に
馴
染
ま
な
い

こ
と
も
あ
り
、「
仲
間
の
仕
事
と
生
活
を
守

る
こ
と
が
労
働
組
合
運
動
の
基
本
」
と
相

談
活
動
を
本
格
的
に
取
り
組
み
は
じ
め
ま

し
た
。

　
国
保
減
免
な
ど
に
と
り
く
む

　

独
自
に
運
営
す
る
「
建
設
国
保
組
合
」

に
つ
い
て
も
、
保
険
料
の
減
免
制
度
を
つ

く
り
対
応
し
、
仲
間
の
相
談
件
数
は
、
10

月
20
日
時
点
で
１
万
５
０
２
４
件
と
組

合
員
の
約
30
％
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

主
な
相
談
内
容
は
、
持
続
化
給
付
金
が
５

千
６
３
８
件
、
雇
用
調
整
助
成
金
９
３
６

件
、融
資
６
７
２
件
、家
賃
補
助
４
６
４
件
、

国
保
減
免
６
２
１
６
件
と
仲
間
の
深
刻
な

状
況
が
数
字
に
な
っ
て
表
れ
て
い
ま
す
。

　

相
談
者
の
４
割
が
、「
収
入
が
半
分
以
下

に
な
っ
た
、先
行
き
の
受
注
が
見
え
な
い
」

な
ど
深
刻
な
状
況
で
す
。
経
済
の
落
ち
込

み
が
労
働
者
の
賃
金
、
地
域
経
済
に
も
影

を
落
と
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と

で
少
し
で
も
景
気
、
消
費
環
境
を
改
善
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
決

め
手
が
消
費
税
減
税
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
以
上
の
労
働
環
境
の
悪
化
を
許
さ

な
い
、
景
気
回
復
で
地
域
経
済
を
立
て
直

す
た
め
に
も
、
消
費
税
率
引
き
下
げ
は
、

喫
緊
の
課
題
と
い
え
ま
す
。

　

神
奈
川
建
設
労
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合
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